
　今、注目を集めている「ふるさと納税」を昨年からはじめていま

す。ふるさと納税とは、自分の選んだ地方自治体に寄附した金額

とほぼ同等の税控除を受けられるとともに、地域の特産品やチ

ケットなどの返礼品をもらえるのが特徴です。今年から寄附金控

除額が２倍になり、この制度はますます広がりを見せています。

　ふるさと納税は、ヒト・モノ・カネの好循環を創り出す力を秘めて

います。その力を引き出すためには納税者の支持が得られる魅力

ある政策を打ち出し、地域活性化のために寄附金をどのように活

用するか、まさに自治体の知恵と創意工夫が求められています。

　一方では、本来の趣旨に反して、特典内容の高額化による「返

礼品合戦」がエスカレートするなど、過熱する自治体間の税金の

「奪い合い」を危惧する声も聞かれます。

　滋賀県では、納税者の意思を尊重し、その使い道について「琵

琶湖に関する事業」か「歴史的文化的資産に関する事業」のいず

れかを選択できます。加えて、特典の「県立近代美術館と県立琵

琶湖博物館のペア招待券」は、県内外の人々に滋賀県の自然や

文化、伝統など多彩な魅力を知っていただく機会になる良いアイ

デアだと思いました。

　さて、かくいう私も、果物や肉類など、その地域ならではの特典

を楽しみにして、自分の「ふるさと」ではない自治体に寄附をして

います。いささか心情的にしっくりこないところも感じています

が、地域の「贈り物」を待ちながら、寄附金がどのように生かされ

るのかを考えつつ「ふるさと」の未来に思いを馳せるのも悪くな

いと思っています。
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「ふるさと納税」

「環境人づくり企業大賞2014」で最優秀賞

　当行は８月20日、「環境人づくり企業大賞2014（主催：環境

省、環境人材育成コンソーシアム）において、最優秀賞を受賞し

ました。

　本賞は、地球環境と調和した企業経営を実現し、環境保全や社

会経済のグリーン化をけん引する人材の育成を目的に、社員を対

象に優良な環境教育を行っている事業者を表彰する制度です。

2014年に創設され、今回が初めての表彰式となりました。

　この度の受賞は、地域社会の課題である琵琶湖の環境問題

に対する各活動にストーリー性を持たせた「“いきものがたり”

活動※」を展開するとともに、本業を通じた環境対応型金融商

品・サービスを先駆的に開発・提供する「環境金融」の推進によ

り、役職員の環境保全意識の向上に長年にわたって取り組ん

できたことが評価されたものです。

　当行は、今後も経営に環境を取り込んだ「環境経営」を銀行経

営の要諦と位置づけ、「エコオフィスづくり」、「環境金融」、「環境ボ

ランティア」活動を展開する中で、環境保全や経済のグリーン化を

けん引する環境人材の育成に積極的に取り組んでまいります。

※“いきものがたり”活動／魚の産卵場所であるヨシ群落を守り・育て、琵琶湖の固有種で絶滅危
惧種のニゴロブナ、ワタカを保護・育成・放流し、侵略外来魚を駆除する滋賀ならではの活動。

（左より）北村茂男環境副大臣、高橋祥二郎取締役副頭取（環境省にて）

　近江商人の「三方よし」を企業理念に、特殊な土壌に生息する有用微
生物を使用した独自の技術力で、安全、安心、快適な商品を提供する株
式会社スリーケー。その中でも、今話題になっているのが「部屋干しバ
イオくん」と「排水管洗浄液」の二つの商品だ。
　洗濯物消臭剤「部屋干しバイオくん」は、部屋干しのイヤな臭いや汗
の臭い、加齢臭などもなくなると評判で、消費者の満足度９６％以上※

の高い支持を得ている。汚れ分を落ちやすくする天然酵素と雑菌の繁殖
を抑制する善玉微生物の効果で、臭いの原因となる、大腸菌など雑菌へ

の抗菌力が２４時間以上持続。洗濯物が乾燥してからも悪臭の発生を抑
制するという。その優れた除菌・消臭力で、クリーニング工場の消臭剤と
しても活用されている。
　一方「排水管洗浄液」は、人や環境に配慮した１００％天然成分で、汚れを
根元からはがしとる効果がある。定期的に利用すれば排水管内全体を洗浄
し、さらに新たな汚れが付きにくくなるので、きれいな状態が長期間持続す
ると一般消費者はもちろん大手住宅メーカーからも高く評価されている。
　二つの商品はホームセンターやネット店舗等で購入可能だ。

■本社／滋賀県蒲生郡日野町西大路1613　■設立／1998（平成10）年
■代表／岸田 千代子　■従業員数／10名
■事業内容／バイオ剤製造・卸、産業廃棄物処分・収集運搬、一般廃棄物収集
　運搬、浄化槽維持管理
■問い合わせ先／TEL：0748-52-2446 
■URL／http://www.suri-k.com/
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自然素材で高い効果
「部屋干しバイオくん」と
「排水管洗浄液」
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※ 株式会社スリーケー調べ。

　観光庁が毎月発表する「宿泊旅行統計」によると、滋賀県内宿泊宿設の
客室稼働率は今年１月以降のピークである４月に65.6％となり、近畿２府
４県では大阪府（88.0％）、京都府（75.5％）に次いで第３位、全国でも11
位の高さとなった。前年同月と比較すると、滋賀県は＋10.9ポイント
（2014年４月：54.7％）と、近畿の府県では最も伸びが大きくなった。宿
泊施設タイプ別でみると、「シティホテル」が82.2％、「ビジネスホテル」は
81.7％と、一般に予約が取りにくくなるといわれる80％を超え、それぞれ
全国第11位と第６位。５月、６月の稼働率は50％台に下がったものの、前
年を上回る状態で近畿３位を維持しながら、全国平均とほぼ同じレベル
で推移している。
　高い稼働率は当然、宿泊者の増加によって支えられている。滋賀県の
延べ宿泊者数は、稼働率がピークの４月で45万3,540人と前年比＋7.4％
増加し、５月は同＋20.1％、６月は同＋23.8％と高い伸び率が続く。日本人
宿泊者も増えているが、外国人宿泊者の増加が著しく、特に５月と６月は
前年の２倍を超えた。一方で、宿泊者に占める外国人の割合は約10％と、
全国平均（15％前後）に比べて低い。

　このような宿泊者の増加が即、滋賀の観光客増加につながっていると
は言い切れない。近隣の京都・大阪で予約が取れない客が流入している
とみられるからだ。訪日外国人客（インバウンド）も含めた好調な宿泊需
要を、滋賀の魅力発信にしっかり繋げていく工夫が求められる。

（株）しがぎん経済文化センター 長山 真由美
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宿泊旅行統計調査

４月以降の客室稼働率 近畿で３位
チャンスを捉えた魅力発信の取り組み必要

近隣府県別 客室稼働率推移
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